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子
供
時
代
、
実
家
に
家
庭
菜
園
が
あ
り
農
作
業
に
親
し
ん
だ
。
ま
た
大
学
の
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
神
戸
市
の
都
市
近
郊
農
業
を
取
り
上

げ
た
。
夏
季
休
業
中
の
炎
天
下
、
毎
日
の
よ
う
に
農
家
を
訪
ね
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
後
は
農
業
研
究
か
ら
は
距
離
を
お
き
、

中
国
農
村
部
で
の
商
業
と
工
業
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
に
従
事
し
て
き
た
。

　

東
京
都
練
馬
区
に
転
居
し
て
か
ら
は
、
区
の
「
農
業
体
験
農
園
」
に
参
加
し
て
趣
味
と
し
て
農
業
の
ま
ね
事
を
続
け
て
い
る
。「
農
業
体

験
農
園
」（
以
下
、
体
験
農
園
）
と
は
、
参
加
者
が
農
家
の
農
地
の
一
角
を
利
用
料
を
払
っ
て
借
り
て
園
主
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
一
年
を

通
し
て
野
菜
作
り
を
続
け
る
し
く
み
で
あ
る
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
キ
ウ
リ
、
小
松
菜
、
水
菜
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
十
数
種
の
野
菜
を
、
ま
た
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
人
参
、
ネ
ギ
、
練
馬
大
根
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
サ
ト
イ
モ
、
落
花
生
、

ル
ッ
コ
ラ
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
な
ど
十
数
種
の
野
菜
を
栽
培
す
る
。

　

農
園
の
利
用
期
間
は
三
月
～
翌
年
一
月
で
、
約
三
〇
㎡
の
区
画
が
そ
れ
ぞ
れ
に
割
り
当
て
ら
れ
る
。
体
験
農
園
は
現
在
、
区
内
に
一
七
園
、

約
一
九
〇
〇
区
画
あ
る
。
農
園
で
栽
培
す
る
野
菜
の
種
や
苗
、
肥
料
・
農
薬
、
農
具
類
は
園
主
が
用
意
す
る
の
で
、
利
用
者
は
農
作
業
用
の

服
装
で
軍
手
・
長
靴
・
ハ
サ
ミ
等
を
用
意
し
て
農
園
に
来
れ
ば
す
ぐ
に
農
作
業
が
で
き
る
。
園
主
は
連
作
障
害
な
ど
が
出
な
い
よ
う
に
年
間

の
作
付
け
計
画
を
作
成
し
、
利
用
者
は
そ
れ
に
従
っ
て
作
業
を
行
い
、
勝
手
に
好
み
の
野
菜
の
栽
培
は
で
き
な
い
。
農
園
ご
と
に
半
期
に
十

回
程
度
講
習
会
が
あ
り
、
園
主
は
利
用
者
に
行
な
う
べ
き
農
作
業
の
内
容
や
コ
ツ
・
注
意
点
な
ど
を
、
実
際
に
作
業
を
見
せ
な
が
ら
丁
寧
に

説
明
す
る
。
園
主
の
指
導
通
り
に
丁
寧
に
農
作
業
を
す
れ
ば
、
適
度
な
降
雨
と
気
温
、
十
分
な
日
射
に
恵
ま
れ
れ
ば
、
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど

野
菜
が
収
穫
で
き
る
。
あ
る
利
用
者
の
計
算
で
は
ス
ー
パ
ー
の
価
格
に
換
算
し
て
年
間
八
～
九
万
円
分
の
野
菜
が
収
穫
で
き
る
と
い
う
。

練
馬
区
「
農
業
体
験
農
園
」
に
学
ぶ

都
市
農
業
の
多
面
的
役
割
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さ
て
、
練
馬
区
は
東
京
二
三
区
内
で
は
ま
だ
農
業
が
盛
ん
な
区
で
、
江
戸
～
明
治
に
か
け
て
練
馬
大
根
を
は
じ
め
様
々
な
野
菜
を
大
量
に

出
荷
し
て
江
戸
東
京
の
人
々
の
胃
袋
を
支
え
て
き
た
。
し
か
し
、
市
街
地
化
が
進
み
、
年
々
農
家
も
農
地
も
減
少
を
続
け
て
い
る
。
昭
和

二
五
年
に
は
二
九
七
二
戸
あ
っ
た
農
家
は
令
和
二
年
に
は
四
二
一
戸
に
、
耕
地
面
積
も
二
〇
九
二
㌶
か
ら
一
六
二
㌶
に
ま
で
減
少
し
た
。
専

業
農
家
は
わ
ず
か
五
戸
の
み
で
、
第
一
種
兼
業
農
家
も
一
七
戸
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

　

そ
も
そ
も
「
都
市
計
画
法
」
で
は
市
街
化
区
域
内
の
農
地
を
「
宅
地
化
す
べ
き
も
の
」
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
後
、
平
成
三
年
改
正
の
「
生

産
緑
地
法
」
で
市
街
化
区
域
内
の
農
家
が
長
期
的
に
農
地
を
維
持
で
き
る
可
能
性
が
生
ま
れ
た
が
、
農
業
で
収
益
を
あ
げ
続
け
る
の
は
極
め

て
困
難
だ
っ
た
。
そ
の
時
、
一
部
の
農
家
が
野
菜
作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
市
民
に
提
供
し
て
収
入
を
得
る
サ
ー
ビ
ス
業
に
農
業
を
変
身
さ
せ
る

と
い
う
大
胆
な
計
画
を
区
に
提
案
し
、
区
議
会
の
承
認
を
得
て
「
農
業
体
験
農
園
」
と
し
て
実
現
し
た
。
市
民
を
農
園
に
招
き
入
れ
て
カ
ル

チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
場
に
し
て
、
園
主
が
農
作
業
を
指
導
し
て
野
菜
作
り
と
収
穫
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
代
わ
り
に
授
業
料
（
＝
利

用
料
）
を
払
っ
て
も
ら
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
。
市
民
が
支
払
う
利
用
料
が
農
家
の
経
営
を
支
え
、
農
業
を
持
続
す
る
基
盤
と
な
っ
た
。

　

練
馬
区
で
は
体
験
農
園
以
外
に
も
農
産
物
の
収
穫
を
体
験
で
き
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
や
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
園
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら

も
農
家
が
面
倒
な
収
穫
作
業
の
手
間
を
省
い
て
収
益
を
得
る
工
夫
で
あ
る
。
都
市
農
業
は
、
①
新
鮮
で
安
全
な
農
産
物
の
供
給
、
②
災
害
時

の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
③
緑
地
空
間
を
提
供
、
④
保
健
・
福
祉
機
能
、
⑤
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
、
⑥
食
育
、
⑦
景
観
形
成
・

歴
史
文
化
伝
承
機
能
な
ど
多
様
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。「
体
験
農
園
」
は
、
地
域
の
人
々
と
交
流
し
て
都
市
農
業
の
重
要
性
と
必
要
性
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
重
要
な
場
に
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
二
七
年
四
月
に
成
立
し
た
「
都
市
農
業
振
興
基
本
法
」
に
よ
り
、
政
府
は
都
市
農
業
を
「
宅
地
化
す
べ
き
も
の
」
か
ら
都
市
に
「
あ

る
べ
き
も
の
」
と
位
置
づ
け
、
都
市
農
業
に
対
す
る
政
策
を
一
八
〇
度
転
換
し
た
。
ま
た
令
和
四
年
に
期
限
を
む
か
え
た
「
生
産
緑
地
法
」

に
よ
る
都
市
農
地
へ
の
優
遇
税
制
は
、「
特
定
生
産
緑
地
」
と
し
て
令
和
一
四
年
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
も
都
市
農
業
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

体
験
農
園
で
は
伝
統
野
菜
の
練
馬
大
根
の
栽
培
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
練
馬
大
根
は
江
戸
期
よ
り
沢
庵
漬
け
用
に
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
た

が
、
食
生
活
の
洋
風
化
や
病
気
の
蔓
延
な
ど
で
昭
和
三
〇
年
に
は
栽
培
が
い
っ
た
ん
途
絶
え
た
。
白
首
系
の
大
根
で
地
中
深
く
根
を
張
り
、

長
さ
は
七
〇
㎝
～
一
ｍ
に
も
な
る
。
首
と
尻
部
が
細
く
、
中
央
部
が
太
い
た
め
、
引
き
抜
く
に
は
青
首
大
根
の
数
倍
以
上
の
力
が
必
要
で
、

こ
の
重
労
働
の
収
穫
作
業
が
練
馬
大
根
の
栽
培
を
衰
退
さ
せ
る
一
因
に
な
っ
た
と
い
う
。
�

（
歴
史
地
理
学
／
歴
史
研
究
（
中
国
））


